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【要旨】 
本研究は、浅海域沿岸構造物周辺での魚類生息特性把握のための廉価版ROV活用に向け、廉価版ROVの性能や

対象魚種の性質等を考慮した安価な魚類モニタリング手法を検討するものである。そのため、室内水槽試験で廉

価版ROVやカメラの性能（観測可能流速や濁度、撮影範囲）等を、漁港内現地試験で魚類のROVへの反応や種判

別可能な観察距離等を確認した。加えて、SCUBA調査からの代替可能性を観察結果の比較により考察した。 
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1．はじめに 
沿岸域は水産生物種の生活史において重要な空間

であり、その中で漁港等の沿岸構造物は、自然環境調

和型機能を有し、幼稚仔魚にとって貴重な保護育成場

であることが知られている１）。近年の水産資源の低迷

に対し水産資源や豊かな生態系の維持・回復を図るた

め、沿岸構造物の保護育成機能を強化する技術開発が

求められている。そのためには、構造物周辺における

生物生息状況を継続的かつ広域的に把握する必要が

ある。浅海域の沿岸構造物周辺の魚類生息状況の把握

には、音響測器やサンプリングネットの利用が困難で

あるため、視覚調査が中心となり、主にダイバーによ

るSCUBA調査が行われてきた。しかし、定期的に広域

を従来通りSCUBA調査で行うには、膨大な労力や時間

を要し、ダイバーによる能力差が調査結果に影響する

ことから、今後の調査に際しては、省力化、時間短縮

および定量的な観測が可能となるモニタリング手法

が不可欠である。これまで、光学カメラを備えた遠隔

操作型無人潜水機（ROV）は、ダイバーに比べ視野など

の性能が劣ることから 2)、ダイバーの潜水が困難な深

海や長時間の調査を対象としていたため、大型で高額

な物であった。しかし、最近では、小型で安価、高性

能なものが販売されはじめており、これらを浅海域の

沿岸構造物周辺での視覚調査に用いることで、調査の

効率化が図られるものと考えられる。 

本研究は、廉価版 ROV を用いた水槽実験や従来の

SCUBA 調査との比較検証等により、浅海域沿岸構造物

周辺での魚類生息特性把握のための、安価な魚類モニ

タリング手法を検討するものである。 

2．方法  
2．1 廉価版 ROV の SCUBA 調査からの代替可能性

の検討（廉価版 ROV の性能確認） 

 はじめに、モニタリングに必要なROVの仕様や観測

可能な環境条件（流速、濁度）を確認するために、簡

易な廉価版ROV（OpenROV、OpenROV社）により、室内

回流水槽（一往流0.1～0.8m/s、振動流0.05～0.9m/s、

4～10s）や漁港内での動作確認を行った。また、解析

用カメラ（Gopro5、7、Gopro社）を ROVカメラとは別

に装備することとし、水槽内で魚判別可能な濁度（１

～11FTU）を調べた。次にそれらの仕様を満たす廉価版

ROV（BlueROV2、BlueRobotics 社）に解析カメラを装

備し、観測手法の設定に関わる魚類行動への影響や種

同定可能距離を現地で調べるとともに、SCUBA 測線調

査との比較を行った。 

2．2 魚類定量調査に向けた廉価版ROVモニタリング

手法の検討 

廉価版ROVの基本的な性能や対象種の性質等を考慮

し、魚類定量調査への活用に向け、沿岸構造物などの

生息空間に対応した ROV 設定（速度、カメラ向き等）

や観測手法（潜水場所、水深、距離、回数等）に関し

て検討した。 

 

3．結果と考察 
3．1 廉価版 ROV の SCUBA 調査からの代替可能性

の検討（廉価版 ROV の性能確認） 
室内および現地試験により得られた主な結果を以

下に示す。また、これらの結果から廉価版ROVの SCUBA

調査からの代替可能性は高いと考えられた。 



1) 必要な ROV 仕様および改良：安定した姿勢を保持

するために、カメラチルト機能や深度保持機能が

必要。加えて、障害物の多い漁港内では強テザー利

用や補助ロープによる投入方法の工夫とともに、

距離ラベルのテザー貼付、解析用カメラや一定距

離レーザーを装備することで、安全で定量的なモ

ニタリングへと改良可能であると考えられた。 

2) 観測環境条件（流速、濁度）：使用機種では最大推進

速度（1ノット）の30％程度（流速約0.3m/s）まで

が安定したモニタリングが可能であり、静穏な漁港

内では常に可能であると考えられた。また、濁度約

4FTU では 90cm（図－1）、約 7FTU では 50cm に接近

しても魚類の判別が困難になったが、これまでの調

査により日本海側漁港の多くでは静穏時はモニタ

リング可能であると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

図−1 水の濁度による魚の見え方の違い 

 

3) 観測設定（潜水開始場所）：ROVの潜降開始時は多く

の泡が発生し、魚類の逃避行動が確認された。しか

し、潜水中は逃避した魚が元の場所に戻り、群れも

付近を通過していた。ROVの投入および潜水開始場

所に留意することにより、ROVによる魚類への影響

を抑えることが可能であると考えられた。 

4) 観測設定（種同定可能距離）：漁港内に多く生息す

る全長10cm程度の小型魚は、魚との距離が1.5m以

内、特に1m程度（画像解像度約0.4mm/pix）で種同

定可能であった（図－2）。 

5) 観測設定（レーザーの影響、回数）：SCUBA調査と比

較すると、ROV調査（海底距離約1.5m）では魚類観

察個体数は半数程度であったが、出現種数は同程度

であり、魚類の移動を考慮すると、モニタリング手

法を固定化することにより、魚類モニタリングに使

用可能と考えられた。次に出現個体数が少ない時期

であったが、レーザーを用い海底距離約 1m で観察

した場合、同程度の観察結果が得られ、レーザーの

影響は限られていると考えられた。しかし、同じ場

所での複数回の ROV 観察で異なる結果が得られた。

構造物周辺に生息する魚類はブロックや捨石の隙

間等を利用しており、往復路では隙間の見え方が異

なるため、複数回繰り返し観察が必要と考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図−2 距離による魚の見え方の違い 

 

3．2 魚類定量調査に向けた廉価版ROVモニタリング

手法の検討 

 上記の結果を基に、魚類定量調査に向けた廉価版

ROVモニタリング手法に適するROV設定（速度：50cm/s

以下、カメラ向き：下、レーザー間：60cm）や観測手

法（潜水開始場所：対象域外、水深：海底から1m程度、

距離：50m以内、回数：2回以上）等が考えられた。 

 

4．まとめ 
本研究では、浅海域沿岸構造物周辺での魚類生息特

性把握のための廉価版ROV活用に向け、廉価版ROVの

性能等を確認し、浅海域のSCUBA調査から代替の可能

なものを検討した上で、ROV の性能と対象魚種の性質

に応じた、安価な魚類モニタリング手法を検討した。 

今後、様々な場所で現地調査試験を繰り返し、調査

事例を増やすことにより、より汎用性が高いモニタリ

ング手法への改良が期待される。 
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